※該当する場合のみ提出

監理技術者等の配置予定申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日　
市川市長
住　　　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　               氏　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　件　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　			　　　　　　

　　上記の入札参加にあたり、本件工事の専任特例２号の監理技術者（建設業法第26条第3項第2項の規定の適用を受ける監理技術者）及び監理技術者補佐（以下「監理技術者補佐等」という。）の配置予定について、以下のとおり申請します。なお、専任特例２号の監理技術者等の配置にあたっては、市川市建設工事指導要綱第6条第5項に定められた要件を全て満たすことを誓約します。
　
記

１　専任特例２号の監理技術者に関する事項
	氏名
	

	兼務する工事
	工事名
	

	
	施工場所
	

	
	工期
	　年　　月　　日　～　　年　　月　　日

	
	発注機関名
	市川市発注工事の場合、工事担当課名を記載

	
	契約金額
	

	
	従事役職
	監理技術者・主任技術者・現場代理人・その他（　　　　）

	
	※移動時間
	


※工事現場間の距離が、１日で巡回可能かつ概ね２時間以内である必要

２　監理技術者補佐に関する事項（専任配置）
	氏名
	

	監理技術者補佐の申請日現在の従事工事の有無
	あ　り　　・　　な　し

	※ 申請日現在において、監理技術者補佐が従事している工事（民間工事を含む）がある場合は、当該従事工事について、以下に記載すること。

	工事名
	

	発注機関名
	

	工期
	　年　　月　　日　～　　年　　月　　日

	従事役職
	監理技術者・主任技術者・現場代理人・その他（　　　　　　）

	本工事と重複する場合の
対応措置
	



（裏面）
１．監理技術者補佐は、原則として、契約締結日を基準に、専任配置可能である技術者であること。
ただし、入札公告又は設計図書に専任配置を要する基準日を記載する工事については、その内容を優先するものとする。

　２．監理技術者補佐の本工事と重複する場合の対応措置については、具体的な内容を記載するとともに、落札者となった場合は、契約締結前に適宜確認書類を提出すること。
　　 （例）対応措置として、別の技術者に変更する場合は、契約締結前に当該技術者が公告文記載の技術者の資格要件を満たすことを証明する書類を契約課に提出すること。

